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主
おも

なワークの種
しゅ

類
るい

  グループワーク

就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

【 目
もく

的
てき

】

　☑ 体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

とは何
なに

かを知
し

る

　☑ 体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

うことで得
え

られる効
こう

果
か

を知
し

る
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体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

は、実
じっ

際
さい

の職
しょく

場
ば

で仕
し

事
ごと

を体
たい

験
けん

することです。

実
じっ

習
しゅう

期
き

間
かん

は３日
か

～２週
しゅう

間
かん

、１日
にち

の勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

は４～６時
じ

間
かん

など様
さま

々
ざま

です。

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

には、職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

と雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう

の２種
しゅ

類
るい

があります。

それぞれの特
とく

徴
ちょう

を確
かく

認
にん

しましょう。

1．職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

　※訓
くん

練
れん

として行
おこな

う実
じっ

習
しゅう

実
じっ

際
さい

の職
しょく

場
ば

で仕
し

事
ごと

を体
たい

験
けん

することです。

実
じっ

際
さい

の職
しょく

場
ば

で実
じっ

践
せん

的
てき

な訓
くん

練
れん

ができるため、体
たい

力
りょく

や業
ぎょう

務
む

の向
む

き不
ふ

向
む

きなど、

多
おお

くの気
き

づきを得
え

られるメリットがあります。

2．雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう

　※選
せん

考
こう

前
まえ

に行
おこな

う実
じっ

習
しゅう

採
さい

用
よう

を検
けん

討
とう

している企
き

業
ぎょう

が選
せん

考
こう

前
まえ

に行
おこな

うのが、雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう

です。

志
し

望
ぼう

している応
おう

募
ぼ

者
しゃ

側
がわ

と企
き

業
ぎょう

側
がわ

とのミスマッチを

選
せん

考
こう

前
まえ

に確
かく

認
にん

できるメリットがあります。

  体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

とは

  職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

と雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう
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  見
み

てみよう

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

の業
ぎょう

務
む

例
れい

を見
み

ていきましょう。

●  事
じ

務
む

系
けい

●  飲
いん

食
しょく

店
てん

(例
れい

) 電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

、人
じん

事
じ

業
ぎょう

務
む

アシスタント、

データ入
にゅう

力
りょく

、 リサーチ業
ぎょう

務
む

、 書
しょ

類
るい

発
はっ

送
そう

業
ぎょう

務
む

、

ラベル貼
は

り、資
し

料
りょう

準
じゅん

備
び

、照
しょう

合
ごう

作
さ

業
ぎょう

　など

(例
れい

) 仕
し

込
こ

み作
さ

業
ぎょう

、清
せい

掃
そう

、

店
てん

内
ない

開
かい

店
てん

準
じゅん

備
び

、荷
に

受
う

け業
ぎょう

務
む

　など

●  小
こ

売
うり

業
ぎょう

●  製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

(例
れい

) 陳
ちん

列
れつ

・商
しょう

品
ひん

補
ほ

充
じゅう

、バックヤード業
ぎょう

務
む

、

検
けん

品
ぴん

、品
しな

出
だ

し、倉
そう

庫
こ

内
ない

での商
しょう

品
ひん

袋
ふくろ

詰
づ

め、

倉
そう

庫
こ

内
ない

での商
しょう

品
ひん

整
せい

理
り

　など

(例
れい

) 清
せい

掃
そう

、ラインでの軽
けい

作
さ

業
ぎょう

、

事
じ

務
む

業
ぎょう

務
む

全
ぜん

般
ぱん

、

タイムカード・残
ざん

業
ぎょう

管
かん

理
り

　など

●  介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

●  その他
た

(例
れい

) 洗
せん

濯
たく

、介
かい

護
ご

補
ほ

助
じょ

、話
はな

し相
あい

手
て

、

 調
ちょう

理
り

補
ほ

助
じょ

、データ入
にゅう

力
りょく

　など

(例
れい

) ガソリンスタンドでの洗
せん

車
しゃ

、

図
と

書
しょ

館
かん

での図
と

書
しょ

整
せい

理
り

、

給
きゅう

食
しょく

室
しつ

での食
しょっ

器
き

洗
あら

い　など
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  体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

で得
え

られる効
こう

果
か

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

うことで得
え

られる効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

しましょう。

1．業
ぎょう

務
む

適
てき

性
せい

を確
かく

認
にん

できる

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を通
つう

じて実
じっ

際
さい

に業
ぎょう

務
む

を行
おこな

うことで、

自
じ

分
ぶん

の今
いま

のスキルや業
ぎょう

務
む

適
てき

性
せい

を確
かく

認
にん

することができます。

2．希
き

望
ぼう

職
しょく

種
しゅ

の選
せん

択
たく

に役
やく

立
だ

つ

業
ぎょう

務
む

適
てき

性
せい

などが明
あき

らかになると、

希
き

望
ぼう

職
しょく

種
しゅ

の選
せん

択
たく

にも役
やく

立
だ

ちます。

また、職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

や就
しゅう

業
ぎょう

時
じ

間
かん

などの

希
き

望
ぼう

の具
ぐ

体
たい

化
か

にも繋
つな

がります。

3．就
しゅう

職
しょく

準
じゅん

備
び

ができる

自
じ

分
ぶん

の今
いま

の体
たい

力
りょく

や、業
ぎょう

務
む

適
てき

性
せい

を確
かく

認
にん

することで

就
しゅう

職
しょく

の準
じゅん

備
び

ができます。

また、体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

の経
けい

験
けん

は

履
り

歴
れき

書
しょ

や面
めん

接
せつ

でアピールすることができます。

らかになると、

ちます。

などの

体
からだ

を動
うご

かす仕
し

事
ごと

の方
ほう

が

自
じ

分
ぶん

に合
あ

っていると感
かん

じる

スキル

得
え

手
て

不
ふ

得
え

手
て

自
じ

分
ぶん

に合
あ

った環
かん

境
きょう

体
たい

力
りょく

と集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

をアピール

できたらいいのかな？
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  グループワーク

グループで、次
つぎ

の３点
てん

について意
い

見
けん

交
こう

換
かん

してみましょう。

① 体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

うメリット

② 体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

うことへの不
ふ

安
あん

点
てん

③ 不
ふ

安
あん

の軽
けい

減
げん

、解
かい

消
しょう

のためにできること
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「新
あら

たな業
ぎょう

務
む

適
てき

性
せい

に気
き

づくことができた」Ａさん

過
か

去
こ

の職
しょく

歴
れき

から、

事
じ

務
む

系
けい

の仕
し

事
ごと

ばかりを選
えら

んで就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

をしていましたが、

作
さ

業
ぎょう

系
けい

の実
じっ

習
しゅう

に行
い

く中
なか

で、作
さ

業
ぎょう

系
けい

の方
ほう

が適
てき

性
せい

があり、

楽
たの

しく無
む

理
り

なく働
はたら

けるということが分
わ

かりました。

実
じっ

習
しゅう

に行
い

かなければ分
わ

からないことだったので、

応
おう

募
ぼ

企
き

業
ぎょう

の職
しょく

域
いき

を広
ひろ

げるきっかけになりました。

「できることを発
はっ

見
けん

し、自
じ

信
しん

になった」Ｂさん

今
いま

までずっと事
じ

務
む

系
けい

の仕
し

事
ごと

を探
さが

すにあたって、

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

に苦
にが

手
て

意
い

識
しき

をもっていたのですが、

実
じっ

習
しゅう

してみて、問
もん

題
だい

なくできることが分
わ

かり、

自
じ

信
しん

になりました。これからの就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

の面
めん

接
せつ

でも、

電
でん

話
わ

応
おう

対
たい

について聞
き

かれたら、

自
じ

信
しん

をもって「できます」と答
こた

えられそうです。

「入
にゅう

社
しゃ

する前
まえ

に安
あん

心
しん

できる職
しょく

場
ば

だと確
かく

認
にん

することができた」Ｃさん

雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう

で２週
しゅう

間
かん

、実
じっ

際
さい

の職
しょく

場
ば

で働
はたら

きました。

求
きゅう

人
じん

票
ひょう

だけでは分
わ

からない、

担
たん

当
とう

する業
ぎょう

務
む

や一
いっ

緒
しょ

に働
はたら

く方
かた

を知
し

ることができ、

安
あん

心
しん

して就
しゅう

労
ろう

できる会
かい

社
しゃ

だということが分
わ

かりました。

実
じっ

習
しゅう

を通
つう

じてしか分
わ

からなかったことだったので、

貴
き

重
ちょう

な経
けい

験
けん

となりました。

  体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

の実
じっ

際
さい

の声
こえ

具
ぐ

体
たい

的
てき

にどんな効
こう

果
か

があったのか、事
じ

例
れい

から確
かく

認
にん

しましょう。

これは覚
おぼ

えておくと

いいよ！

をしていましたが、

お電
でん

話
わ

ありがとうございます
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前
ぜん

職
しょく

の退
たい

職
しょく

理
り

由
ゆう

　

個
こ

人
じん

的
てき

理
り

由
ゆう

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

　　　

  体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

により離
り

職
しょく

を防
ふせ

ぐ

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を効
こう

果
か

的
てき

に行
おこな

うことで、ネガティブな理
り

由
ゆう

による離
り

職
しょく

を防
ふせ

ぐことができます。

下
した

の表
ひょう

で離
り

職
しょく

の主
おも

な理
り

由
ゆう

を確
かく

認
にん

しましょう。

【調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

】精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

のある方
かた

　　【引
いん

用
よう

】厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

局
きょく

　2013 年
ねん

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

 

無
む

回
かい

答
とう

・その他
た

  17.6％

職
しょく

場
ば

の雰
ふん

囲
い

気
き

・人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

33.8

29.7

28.4

28.4

25.7

25.7

8.1

1.4

賃
ちん

金
ぎん

・労
ろう

働
どう

条
じょう

件
けん

に不
ふ

満
まん

疲
つか

れやすく体
たい

力
りょく

・意
い

欲
よく

が続
つづ

かなかった

仕
し

事
ごと

内
ない

容
よう

が合
あ

わない（自
じ

分
ぶん

に向
む

かない）

作
さ

業
ぎょう

・能
のう

率
りつ

面
めん

で適
てき

応
おう

できなかった

症
しょう

状
じょう

が悪
あっ

化
か

（再
さい

発
はつ

）した

家
か

庭
てい

の事
じ

情
じょう

（但
ただ

し、出
しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

・看
かん

護
ご

を除
のぞ

く）

出
しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

・看
かん

護
ご

・休
きゅう

職
しょく

期
き

間
かん

満
まん

了
りょう

に伴
ともな

う離
り

職
しょく

　4.6％

・その他
た

　10.7％

・無
む

回
かい

答
とう

　2.3％

期
き

間
かん

満
まん

了
りょう

  9.9％ 個
こ

人
じん

的
てき

理
り

由
ゆう

56.5％

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の都
つ

合
ごう

  16.0％
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  体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

とトライアル雇
こ

用
よう

  トライアル雇
こ

用
よう

とは

  ワンポイントアドバイス

●  トライアル雇
こ

用
よう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

に本
ほん

採
さい

用
よう

するかどうかを決
き

めることができる

●  初
はじ

めての障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

の場
ば

合
あい

、安
あん

心
しん

して雇
こ

用
よう

に取
と

り組
く

むことができる

●  労
ろう

働
どう

者
しゃ

一
ひと

人
り

あたりに原
げん

則
そく

月
げつ

額
がく

４万
まん

円
えん

の奨
しょう

励
れい

金
きん

を受
う

けとることができる

トライアル雇
こ

用
よう

とは、

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

・労
ろう

働
どう

者
しゃ

が、双
そう

方
ほう

のミスマッチを防
ふせ

ぐための試
し

験
けん

雇
こ

用
よう

の制
せい

度
ど

です。

離
り

職
しょく

を防
ふせ

ぐことができるなどメリットは体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

と同
どう

様
よう

ですが、

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

とトライアル雇
こ

用
よう

は別
べつ

のものです。

業
ぎょう

務
む

遂
すい

行
こう

に当
あ

たっての適
てき

性
せい

や能
のう

力
りょく

などを見
み

極
きわ

め、その後
ご

の常
じょう

用
よう

雇
こ

用
よう

への移
い

行
こう

や

雇
こ

用
よう

のきっかけとするため、職
しょく

業
ぎょう

経
けい

験
けん

、技
ぎ

能
のう

、知
ち

識
しき

などにより就
しゅう

職
しょく

が困
こん

難
なん

な求
きゅう

職
しょく

者
しゃ

を

試
し

行
こう

的
てき

に原
げん

則
そく

3 ヶ
か

月
げつ

の期
き

間
かん

において雇
こ

用
よう

（精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は原
げん

則
そく

6 ヶ
か

月
げつ

、最
さい

大
だい

12 ヶ
か

月
げつ

）

することです。

引用：https://www.mhlw.go.jp/fi le/06-Seisakujouhou-11600000-

Shokugyouanteikyoku/0000103780.pdf

トライアル雇
こ

用
よう

には企
き

業
ぎょう

側
がわ

にもメリットがあります。



本
ほん

日
じつ

の学
まな

び・気
き

づき・明
あ

日
す

から実
じっ

践
せん

できそうなこと

おわりに

8

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

により、働
はたら

く上
うえ

での不
ふ

安
あん

の軽
けい

減
げん

や解
かい

消
しょう

を図
はか

ることができます。

もしも体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

うことで新
あたら

しく不
ふ

安
あん

に感
かん

じることがあれば、

就
しゅうろうしえんじぎょうしょ

労支援事業所の支
し

援
えん

者
しゃ

に相
そう

談
だん

し、一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えていきましょう。

また、実
じっ

際
さい

に体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

に行
い

った経
けい

験
けん

がある方
かた

が周
まわ

りにいる場
ば

合
あい

は

感
かん

想
そう

を聞
き

いてみることで、さらに情
じょう

報
ほう

を得
え

ることができるでしょう。
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コラム   チャレンジ雇
こ

用
よう

チャレンジ雇
こ

用
よう

とは、

障
しょう

害
がい

のある方
かた

を公
こう

職
しょく

機
き

関
かん

である各
かく

府
ふ

省
しょう

・各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

で１～３年
ねん

雇
こ

用
よう

し、

就
しゅう

労
ろう

経
けい

験
けん

や就
しゅう

労
ろう

に対
たい

する自
じ

信
しん

をつけることで、

雇
こ

用
よう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

はハローワークや支
し

援
えん

機
き

関
かん

のサポートを得
え

ながら、

一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

への就
しゅう

職
しょく

に繋
つな

げるための制
せい

度
ど

です。

  チャレンジ雇
こ

用
よう

とは

チャレンジ雇
こ

用
よう

の特
とく

徴
ちょう

を確
かく

認
にん

しましょう。

  押
お

さえておきたいチャレンジ雇
こ

用
よう

の特
とく

徴
ちょう

就
しゅう

労
ろう

場
ば

所
しょ

各
かく

省
しょう

庁
ちょう

・各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

主
おも

な業
ぎょう

務
む

事
じ

務
む

、軽
けい

作
さ

業
ぎょう

　など

雇
こ

用
よう

期
き

間
かん

１～３年
ねん

勤
きん

務
む

形
けい

態
たい

非
ひ

常
じょう

勤
きん

職
しょく

員
いん

社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん 雇

こ

用
よう

保
ほ

険
けん

・労
ろう

災
さい

保
ほ

険
けん

は適
てき

用
よう

※求
きゅう

人
じん

により健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

・厚
こう

生
せい

年
ねん

金
きん

が適
てき

用
よう

される場
ば

合
あい

がある

対
たい

象
しょう

者
しゃ 障

しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

を持
も

っている方
かた

※条
じょう

件
けん

は求
きゅう

人
じん

により異
こと

なる

求
きゅう

人
じん

により細
こま

かい条
じょう

件
けん

が

変
か

わることもあるらしいから

確
かく

認
にん

しておこう
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職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

や雇
こ

用
よう

前
まえ

実
じっ

習
しゅう

とは異
こと

なり、

チャレンジ雇
こ

用
よう

は給
きゅう

与
よ

が発
はっ

生
せい

するため、経
けい

済
ざい

的
てき

な安
あん

心
しん

が得
え

られます。

また、チャレンジ雇
こ

用
よう

は「オープン就
しゅう

労
ろう

をする」ことになるため、

障
しょう

害
がい

を開
かい

示
じ

して働
はたら

くことがどういうことなのかを

時
じ

間
かん

をかけて知
し

れる点
てん

もメリットの１つです。

何
なに

より、チャレンジ雇
こ

用
よう

で得
え

た就
しゅう

労
ろう

経
けい

験
けん

や実
じつ

務
む

スキルを

次
つぎ

の就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

でアピールできる点
てん

は、

就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

において大
おお

きなメリットとなります。

  チャレンジ雇
こ

用
よう

のメリット

  こんな方
かた

は適
てき

しているかもしれません

●  就
しゅう

労
ろう

経
けい

験
けん

が少
すく

なく、就
しゅう

労
ろう

のイメージを持
も

ちたい方
かた

●  お金
かね

をもらって働
はたら

きながら社
しゃ

会
かい

人
じん

経
けい

験
けん

を積
つ

みたい方
かた

●  職
しょく

場
ば

に配
はい

慮
りょ

を得
え

ながら働
はたら

くということを、時
じ

間
かん

をかけて知
し

りたい方
かた

●  将
しょう

来
らい

的
てき

に、オープン就
しゅう

労
ろう

・事
じ

務
む

職
しょく

で就
しゅう

職
しょく

したい方
かた

チャレンジ雇
こ

用
よう

後
ご

は、ハローワークや支
し

援
えん

機
き

関
かん

などのサポートを得
え

ながら、

一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

への就
しゅう

職
しょく

を目
め

指
ざ

していきます。

チャレンジ雇
こ

用
よう

を検
けん

討
とう

される方
かた

は、まずは支
し

援
えん

者
しゃ

に相
そう

談
だん

してみましょう。

オープン就
しゅう

労
ろう

を

経
けい

験
けん

できる

職
しょく

歴
れき

として書
か

ける




